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ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
三
人
の
女
性

　
　
　
　
　
　
柳
沢
由
実
子
（
翻
訳
家
） 

　

北
欧
ミ
ス
テ
リ
ー
を
訳
し
始
め
て
か

ら
二
〇
年
に
な
る
。
主
な
作
家
に
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
作
家
ア
ン
ネ
・
ホ
ル
ト
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ヘ
ニ
ン
グ
・
マ
ン
ケ
ル
、

そ
し
て
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
ア
ー
ナ
ル
デ
ュ

ル
・
イ
ン
ド
リ
ダ
ソ
ン
が
い
る
。
い
ず
れ

も
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
代
表
的
ミ
ス
テ
リ
ー

作
家
で
あ
る
。
中
で
も
ア
ー
ナ
ル
デ
ュ

ル
（
注
１
）
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
告
発

し
た
『
緑
衣
の
女
』
で
北
欧
ミ
ス
テ
リ
ー

賞
の
≲
ガ
ラ
ス
の
鍵
賞
≳
、
イ
ギ
リ
ス

の
Ｃ
Ｗ
Ａ
（
英
国
推
理
作
家
協
会
）
ゴ
ー
ル

ド
・
ダ
ガ
ー
賞
を
受
賞
し
、
世
界
の
耳
目

を
北
欧
の
小
国
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
引
き
つ

け
た
。
ア
ー
ナ
ル
デ
ュ
ル
の
作
品
を
読
む

ま
で
、
わ
た
し
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
こ
と

は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
知
ら
な
か
っ

た
が
、
翻
訳
が
き
っ
か
け
で
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
と
い
う
国
に
強
い
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。

　

最
近
、
朝
日
新
聞
の
記
事
で
、
来
日
し

た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
女
性
権
利
協
会
事
務
局

長
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
ド
ゥ
ル
・
ヘ
イ
ダ
ル
・

オ
グ
・
オ
ゥ
マ
ル
ス
ド
ッ
テ
ィ
ル
さ
ん
の
、

男
女
平
等
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
の
話
を
読
ん
だ
。
そ
し
て
「
首
相

が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
目
指
す
と
国
際
社

会
に
発
信
し
て
い
る
国
で
男
女
平
等
が
進

ま
な
い
の
は
、
政
治
の
意
思
が
欠
け
て
い

る
た
め
で
は
な
い
か
。
国
と
し
て
も
っ
と

も
賢
い
投
資
は
、
女
性
運
動
を
支
え
、
変

化
を
促
す
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
発
言
を

読
み
、
深
く
頷
い
た
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
か

ら
も
っ
と
学
び
、
私
た
ち
の
力
に
し
た
い

と
思
っ
た
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
男
女
平
等
を
、
私
た
ち
は

ど
う
や
っ
て
達
成
で
き
る
か
。

　

力
を
得
る
た
め
に
、
男
女
平
等
の
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
社
会
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
貢

献
し
て
き
た
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
な
ら
誰

も
が
知
っ
て
い
る
三
人
の
女
性
た
ち
を
紹

介
し
よ
う
。

（創元推理文庫）
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ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
概
略

　

国
土
は
一
〇
・
三
万
㎢
（
北
海
道
よ
り

や
や
大
き
い
）
で
北
大
西
洋
北
部
に
位

置
す
る
島
。
全
人
口
三
五
万
五
六
二
〇

人
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
現
在
）。
首
都

レ
イ
キ
ャ
ヴ
ィ
ク
。
年
間
平
均
気
温
四
・

七
度
。
九
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
に
か
け
て

ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
が
住
み
つ
い
た
の
が
国
の

始
ま
り
。
九
三
〇
年
ア
ル
シ
ン
ク
（
住
民

直
接
参
加
の
世
界
最
古
の
議
会
）
が
始
ま

る
。
一
二
六
二
年
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
統
治
下

に
、
一
三
九
七
年
デ
ン
マ
ー
ク
国
王
の
統

治
下
に
入
る
。
一
九
一
八
年
独
立
（
注
２
）。

一
九
四
〇
年
デ
ン
マ
ー
ク
が
ナ
チ
ス
ド
イ

ツ
に
占
領
さ
れ
る
状
況
下
英
軍
・
米
軍
の

指
揮
下
に
置
か
れ
る
。
一
九
四
四
年
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
共
和
国
と
し
て
完
全
独
立
。

一
九
四
九
年
北
大
西
洋
条
約
機
構(

Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
）
加
盟
。
共
和
国
と
し
て
独
立
し
て

か
ら
ま
だ
七
五
年
の
、
北
欧
で
一
番
若
い

国
で
あ
る
。
議
会
は
一
院
制
で
議
員
定
数

六
三
。
現
在
の
元
首
は
グ
ド
ウ
ニ
・
ヨ
ハ

ネ
ソ
ン
大
統
領
（
男
性
）。
首
相
は
カ
ト

リ
ン
・
ヤ
コ
ブ
ス
ド
ッ
テ
ィ
ル
（
女
性
）。

　

一
九
一
五
年
デ
ン
マ
ー
ク
と
共
に
世
界

で
五
番
目
に
女
性
に
参
政
権
が
認
め
ら
れ

た
こ
の
国
も
ま
た
、
一
九
七
五
年
頃
ま
で

女
性
は
主
に
男
性
の
補
助
的
労
働
を
す
る

存
在
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
じ

仕
事
を
し
て
い
て
も
女
性
の
賃
金
の
方
が

低
い
こ
と
は
当
た
り
前
だ
っ
た
。
そ
の
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
が
現
在
で
は
世
界
の
様
々
な

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
報
告
書
で
男
女
平

等
達
成
率
が
世
界
一
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
国

に
な
っ
た
。
そ
れ
に
は
大
勢
の
女
性
た
ち

の
熱
い
思
い
と
行
動
が
あ
っ
た
。
現
在
の

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
人
々
の
男
女
平
等
意
識

の
形
成
に
貢
献
し
た
三
人
の
女
性
を
紹
介

し
よ
う
。

　

初
め
に
一
九
八
〇
年
に
世
界
史
上
初

め
て
民
主
的
な
選
挙
で
大
統
領
に
な
っ

た
女
性
ヴ
ィ
グ
デ
ィ
ス
・
フ
ィ
ン
ボ
ガ

ド
ッ
テ
ィ
ル
。
次
に
二
〇
〇
九
年
か
ら

二
〇
一
三
年
ま
で
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
初
の
女

性
首
相
を
務
め
た
ヨ
ハ
ン
ナ
・
シ
グ
ル
ダ

ル
ド
ッ
テ
ィ
ル
。
そ
し
て
現
在
の
、
平
和

と
地
球
環
境
保
護
を
訴
え
る
女
性
首
相
カ

ト
リ
ン
・
ヤ
コ
ブ
ス
ド
ッ
テ
ィ
ル
で
あ
る
。

ヴ
ィ
グ
デ
ィ
ス
・
フ
ィ
ン
ボ
ガ
ド
ッ
テ
ィ

ル
（
一
九
三
〇
〜
）

　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
初
代
女
性
大
統
領

（
一
九
八
〇
〜
一
九
九
六
）
で
あ
る
。
北

欧
五
カ
国—

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド—

は
、
国
連
が
提
唱

し
た
一
九
七
五
年
の
国
際
女
性
年
を
真
剣

に
受
け
止
め
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
男
女
平
等
を
実
現
す
べ
く
行
動
し

て
き
た
。
今
日
、
北
欧
の
男
女
平
等
達
成

率
が
高
い
の
は
五
カ
国
の
政
府
が
こ
の
時

の
約
束
ど
お
り
、
男
女
平
等
社
会
を
達
成

す
る
べ
く
官
民
一
体
と
な
っ
て
社
会
を
改

革
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
中
で
も
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
は
第
一
回
国
際
女
性
年
の
一
〇

月
二
五
日
に
≲
女
の
休
日
≳
（
事
実
上
の

ス
ト
ラ
イ
キ
）
を
実
行
し
た
。
こ
の
日
あ

ら
ゆ
る
職
場
、
家
庭
に
い
る
女
性
た
ち
が

街
頭
に
出
て
男
女
同
一
賃
金
同
一
待
遇
を

訴
え
た
。
そ
の
数
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
女
性
の

九
〇
％
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
行
動
し

た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
女
性
た
ち
の
熱
い
支

援
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
政
治
活
動
と
は

無
縁
だ
っ
た
言
語
教
師
ヴ
ィ
グ
デ
ィ
ス

は
、
一
九
八
〇
年
の
大
統
領
選
挙
に
立
候

補
し
、
他
三
人
の
男
性
候
補
を
抑
え
て
見

事
当
選
。
離
婚
経
験
を
持
つ
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
で
あ
る
こ
と
は
全
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
要

因
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
国
民
に
慕
わ
れ

一
九
九
六
年
ま
で
大
統
領
を
四
期
務
め

る
。
一
九
八
六
年
に
史
上
初
め
て
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
と
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
の
東
西

首
脳
会
談
を
レ
イ
キ
ャ
ヴ
ィ
ク
で
開
催
さ

せ
、
東
西
の
冷
戦
に
終
止
符
を
打
た
せ
る

き
っ
か
け
を
作
っ
た
。
八
九
歳
の
現
在
で

も
国
民
の
信
頼
が
厚
く
「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

の
母
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
グ
デ
ィ

ス
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
決
し
て
女
性
を
失

望
さ
せ
な
い
こ
と
」。
就
任
中
、
と
く
に

女
子
教
育
に
力
を
注
い
だ
。
二
〇
一
五

年
一
〇
月
二
三
日
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
ヴ
ィ
グ
デ
ィ
ス
は
四
〇
年
前
の

≲
一
九
七
五
年
の
女
の
ス
ト
ラ
イ
キ
≳
が

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
社
会
の
発
展
の
分
岐
点
に

な
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
女
の
ス
ト
ラ
イ

キ
は
、
男
女
平
等
達
成
率
が
世
界
一
と

な
っ
た
現
在
で
も
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

ヴ
ィ
グ
デ
ィ
ス
は
八
九
歳
の
現
在
も
ユ
ネ

ス
コ
の
言
語
保
護
親
善
大
使
を
務
め
て
い

る
。
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ヨ
ハ
ン
ナ
・
シ
グ
ル
ダ
ル
ド
ッ
テ
ィ
ル

（
一
九
四
二
〜
）

　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
第
二
四
代
首
相
で
初

代
女
性
首
相
（
二
〇
〇
九
〜
二
〇
一
三
）。

労
働
組
合
で
頭
角
を
現
し
、
政
治
家
に
。

社
会
問
題
担
当
大
臣
を
二
度
務
め
た
。

二
〇
〇
八
年
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
三

大
銀
行
が
経
営
破
綻
し
て
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

は
国
家
経
済
が
破
綻
し
た
。
こ
の
と
き
福

祉
予
算
削
減
を
表
明
し
た
ゲ
イ
ル
政
権
に

対
し
、
ヨ
ハ
ン
ナ
は
失
業
保
険
や
年
金
を

扱
う
社
会
問
題
担
当
相
の
立
場
か
ら
こ
れ

に
強
く
反
対
し
、
国
民
の
支
持
を
得
る
。

二
〇
〇
九
年
の
総
選
挙
で
初
代
女
性
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
首
相
に
選
出
さ
れ
る
。
自
身
が

所
属
す
る
社
会
民
主
同
盟
に
、
グ
リ
ー
ン

レ
フ
ト
運
動
党
、
進
歩
党
お
よ
び
自
由
党

か
ら
な
る
連
立
内
閣
を
形
成
し
、
福
祉
と

男
女
平
等
問
題
に
取
り
組
む
。
二
〇
一
三

年
に
任
期
終
了
と
と
も
に
三
五
年
間
の
政

治
活
動
に
幕
を
下
ろ
し
政
界
を
退
く
。

　

ヨ
ハ
ン
ナ
の
首
相
任
期
中
、
前
任
の
首

相
ゲ
イ
ル
・
ハ
ル
デ
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
史

上
初
の
、
政
府
で
働
く
人
間
を
対
象
と
す

る
国
家
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
国
家
経
済
破

綻
の
責
任
あ
り
と
さ
れ
有
罪
と
な
る
。
ヨ

ハ
ン
ナ
の
政
権
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で

破
綻
し
た
財
政
の
立
て
直
し
、
一
九
〇
五

年
に
制
定
さ
れ
た
時
代
遅
れ
の
憲
法
の
見

直
し
、
そ
し
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
男

女
平
等
を
達
成
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

た
。
首
相
に
な
り
、
男
女
平
等
を
達
成
す

る
上
で
一
番
の
課
題
は
何
か
と
訊
か
れ

て
、
ヨ
ハ
ン
ナ
は
「
男
女
間
の
賃
金
格
差

の
解
消
」
と
答
え
て
い
る
。

　

ま
た
ヨ
ハ
ン
ナ
は
性
暴
力
と
レ
イ
プ
を

厳
し
く
罰
す
る
法
律
の
制
定
に
尽
力
し

た
。
女
性
の
性
の
商
品
化
、
女
性
の
裸
を

売
り
物
に
す
る
こ
と
を
犯
罪
と
み
な
し
、

二
〇
一
〇
年
に
セ
ッ
ク
ス
産
業
は
全
て
非

合
法
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
人
身
売
買

と
性
の
売
り
買
い
が
犯
罪
と
し
て
取
り
締

ま
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

個
人
生
活
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
脚
本

家
の
ヨ
ニ
ナ
・
レ
オ
ス
ド
ッ
テ
ィ
ル
と

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
登
録
。

二
〇
一
〇
年
に
同
性
結
婚
が
法
制
化
さ
れ

る
と
直
ち
に
結
婚
登
録
。「
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
で
も
っ
と
も
早
く
結
婚
登
録
し
た
同
性

カ
ッ
プ
ル
」
と
自
他
共
に
認
め
ら
れ
た
。

公
表
は
好
感
を
も
っ
て
国
民
に
迎
え
ら

れ
、
同
性
愛
者
で
首
相
に
な
っ
た
世
界
初

の
女
性
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

カ
ト
リ
ン
・
ヤ
コ
ブ
ス
ド
ッ
テ
ィ
ル

（
一
九
七
六
〜
）

　

二
〇
一
七
年
一
一
月
三
〇
日
か
ら

二
〇
一
九
年
一
二
月
現
在
も
在
任
中
の
第

二
八
代
首
相
。
ヨ
ハ
ン
ナ
に
次
い
で
二
人

目
の
女
性
首
相
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
か

ら
グ
リ
ー
ン
レ
フ
ト
運
動
党
代
表
。
中
道

右
派
の
独
立
党
と
進
歩
党
と
の
三
党
連
立

内
閣
。
カ
ト
リ
ン
は
ヨ
ハ
ン
ナ
内
閣
の
と

き
四
年
間
文
部
大
臣（
教
育
、科
学
、文
化
、

北
欧
協
力
）
を
務
め
た
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

大
学
文
学
部
で
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
と
フ
ラ

ン
ス
語
専
攻
。
ア
ー
ナ
ル
デ
ュ
ル
・
イ
ン

ド
リ
ダ
ソ
ン
の
作
品
の
研
究
で
修
士
課
程

を
修
了
。

　

首
相
就
任
以
来
、
カ
ト
リ
ン
は
二
つ
の

大
き
な
政
治
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る

男
女
平
等
賃
金
法
の
完
全
遵
守
で
あ
る
。

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
男
女
平
等
が

一
〇
年
連
続
世
界
第
一
位
の
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
だ
が
、
そ
れ
で
も
現
実
に
は
二
〇
一
七

年
の
時
点
で
も
、
女
性
の
平
均
賃
金
は

男
性
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
一
四
％
〜

一
八
％
低
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
前
内

閣
の
時
代
の
二
〇
一
七
年
三
月
八
日
国
際

女
性
デ
ー
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
政
府
は
男

女
同
一
賃
金
を
法
律
で
定
め
、
翌
年
の

二
〇
一
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
と

発
表
。
こ
れ
を
守
ら
な
い
雇
用
者
は
法
律

違
反
の
罰
金
を
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。

長
年
男
女
平
等
を
推
進
し
て
き
た
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
社
会
だ
が
、
現
実
に
は
男
女
平
等

賃
金
が
実
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
業
を

煮
や
し
た
政
府
が
罰
金
付
き
の
法
律
を
施

行
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
中
道
右
派
の
連

立
内
閣
だ
っ
た
が
、
こ
の
法
案
に
は
野
党

の
賛
成
も
得
ら
れ
、
法
律
が
成
立
し
た
。

現
在
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
国
会
は
約
五
〇
％
が

女
性
議
員
。
刑
罰
な
し
で
は
男
女
の
賃
金

差
は
解
消
さ
れ
な
い
と
い
う
点
で
与
野
党

が
一
致
し
て
こ
の
男
女
同
一
賃
金
法
が
実

現
し
た
。
ま
た
こ
れ
は
、性
別
に
限
ら
ず
、

障
が
い
者
、
移
民
に
も
同
一
労
働
同
一
賃

金
を
保
証
す
る
法
律
で
も
あ
る
。

　

カ
ト
リ
ン
首
相
に
と
っ
て
も
う
一
つ
の

課
題
は
平
和
外
交
の
徹
底
で
あ
る
。
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ン
バ
ー
一
二
ヵ
国
の
一
国
で
、
一
九
四
九

年
に
加
盟
以
来
、
軍
隊
は
持
た
な
い
け
れ

ど
も
い
ざ
と
い
う
時
に
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
応

援
を
受
け
る
と
い
う
体
制
を
と
っ
て
き

た
。
カ
ト
リ
ン
首
相
が
党
首
を
務
め
る
グ

リ
ー
ン
レ
フ
ト
運
動
党
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
脱

退
を
希
望
し
て
い
て
、
ど
の
国
と
も
対
話

で
平
和
的
共
存
を
築
く
こ
と
を
基
本
的
考

え
方
に
し
て
い
る
。
与
党
の
中
で
こ
の
点

で
は
意
見
が
一
致
せ
ず
、
カ
ト
リ
ン
首
相

は
今
の
と
こ
ろ
動
き
が
取
れ
な
い
。

　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
は
ケ
フ
ラ
ヴ
ィ
ク
空

港
近
辺
に
第
二
次
世
界
大
戦
時
か
ら
引
き
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続
き
ア
メ
リ
カ
海
軍
が
駐
屯
し
て
い
た

が
、
二
〇
〇
六
年
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
か
ら

全
面
撤
退
し
た
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
人
々

の
ア
メ
リ
カ
軍
駐
留
に
対
す
る
思
い
は
複

雑
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
ナ
チ
ス
ド
イ

ツ
か
ら
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
守
っ
て
く
れ
た

と
い
う
感
謝
の
念
と
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
駐

留
を
重
苦
し
く
受
け
止
め
、
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
か
ら
撤
退
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

交
錯
し
て
い
た
よ
う
だ
。
毎
年
一
二
月

二
三
日
に
首
都
レ
イ
キ
ャ
ヴ
ィ
ク
で
大
勢

の
人
々
が
参
加
し
て
世
界
の
ど
こ
か
で

行
わ
れ
て
い
る
戦
争
の
中
止
と
平
和
を

求
め
て
ピ
ー
ス
・
マ
ー
チ
が
行
わ
れ
る
。

一
九
七
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
・
ピ
ー
ス
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
主
催
の
こ
の

平
和
行
進
に
は
、
か
つ
て
大
統
領
ヴ
ィ
グ

デ
ィ
ス
も
参
加
し
て
い
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
北
大
西
洋
の
情
勢
は
ヴ
ィ
グ

デ
ィ
ス
が
大
統
領
だ
っ
た
時
代
か
ら
大
き

く
様
変
わ
り
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩

壊
や
東
西
冷
戦
の
終
結
は
束
の
間
の
こ

と
、
再
び
ロ
シ
ア
と
西
欧
諸
国
の
間
に
緊

張
が
高
ま
り
、
カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
の
軍

艦
が
首
都
レ
イ
キ
ャ
ヴ
ィ
ク
沖
の
北
大
西

洋
で
軍
事
訓
練
を
し
て
い
る
現
状
で
あ

る
。「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
軍
事
上
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
大
西
洋
の
ど
真
ん
中
の
不

沈
空
母
で
あ
る
」
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
軍
事
専

門
家
は
公
言
し
て
は
ば
か
ら
な
い
。だ
が
、

カ
ト
リ
ン
首
相
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
統
治
の

時
代
も
第
二
次
世
界
大
戦
中
も
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
は
根
気
強
く
話
し
合
い
を
し
て
現
在

の
平
和
と
独
立
を
手
に
入
れ
た
と
言
う
。

自
分
た
ち
は
統
治
す
る
側
と
決
し
て
武
器

を
持
っ
て
戦
わ
ず
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か

け
て
話
し
合
い
を
し
て
今
の
独
立
を
勝
ち

取
っ
た
、
と
。
首
相
就
任
一
年
後
の
あ
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
カ
ト
リ
ン
首
相
は
こ
う

話
し
て
い
る
。「
こ
の
事
実
か
ら
、
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
は
平
和
的
解
決
の
ま
さ
に
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
だ
と
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
デ

ン
マ
ー
ク
と
こ
の
よ
う
な
同
意
（
平
和
的

独
立
）
を
得
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
二
国

が
今
で
も
友
好
関
係
に
あ
る
こ
と
は
私
た

ち
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

私
た
ち
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
は
平
和
的
に
独

立
を
手
に
入
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
こ
そ
、

な
ぜ
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
が
軍
隊
を
持
た
な
い

国
な
の
か
、
な
ぜ
私
た
ち
が
対
話
と
平
和

的
解
決
を
信
じ
る
の
か
を
示
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
二
〇
一
八
年

一
一
月
二
日w

w
w.m

artinbreum
.dk

）

　

カ
ト
リ
ン
首
相
は
現
在
四
三
歳
。
そ
の

若
さ
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
事
務
局
長
と
堂
々
と

渡
り
合
い
、
連
立
政
府
は
ま
だ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

脱
退
を
決
め
て
い
な
い
が
、
自
分
は
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
を
脱
退
し
て
軍
隊
で
は
な
く
話
し
合

い
で
紛
争
を
解
決
す
る
方
向
に
進
み
た
い

と
穏
や
か
に
、
し
か
し
し
っ
か
り
発
言
す

る
。

　

そ
の
記
事
を
読
み
な
が
ら
、
こ
の
北
大

西
洋
の
小
さ
な
島
国
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
粘

り
強
さ
と
し
な
や
か
さ
に
学
び
た
い
と

思
っ
た
。

追
記
・
男
女
平
等
に
関
し
世
界
の
ト
ッ
プ

を
い
く
北
欧
諸
国
で
、
一
二
月
一
七
日
に

発
表
さ
れ
た
二
〇
一
九
年
の
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
男
女
平
等
ラ
ン
キ
ン
グ
で

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
世
界
第
四
位
。
同
年

一
二
月
七
日
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
新
内
閣
が
発

足
し
た
。
新
し
い
首
相
は
サ
ン
ナ
・
マ
リ

ン
（
三
四
歳
、
女
性
、
社
会
民
主
党
）。

現
在
、
五
党
連
立
内
閣
の
党
首
全
員
が
女

性
、う
ち
四
人
が
三
四
歳
以
下
。
サ
ン
ナ
・

マ
リ
ン
は
女
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
持
つ
母

親
の
元
で
育
つ
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
首
相

と
し
て
は
最
年
少
、
現
職
の
世
界
の
指
導

者
と
し
て
も
最
年
少
。
女
性
の
政
治
参
加

は
国
政
レ
ベ
ル
で
四
六
％
。

注
１
：
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
フ
ァ
ー
ス
ト

ネ
ー
ム
が
正
称
。
イ
ン
ド
リ
ダ
ソ
ン
は
父
称

で
、
息
子
の
場
合
は
父
親
の
フ
ァ
ー
ス
ト

ネ
ー
ム
に
ソ
ン
（
息
子
の
意
）
を
、
娘
の
場

合
は
ド
ッ
テ
ィ
ル
（
娘
の
意
）
を
つ
け
る
が
、

い
わ
ゆ
る
名
字
で
は
な
い
。
数
の
上
で
は
わ

ず
か
だ
が
母
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
に
ソ
ン

か
ド
ッ
テ
ィ
ル
を
つ
け
る
母
称
の
場
合
も
あ

る
。
電
話
帳
も
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
の
み
の

登
録
。

注
２
：
デ
ン
マ
ー
ク
と
同
君
連
盟
。他
に
フ
ェ

ロ
ー
諸
島
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
も
デ
ン
マ
ー

ク
と
同
君
連
盟
関
係
を
結
ん
で
い
る
。

https://vnk.fi/en/marin/prime-minister

https://www.government.is/ministries/prime-ministers-office/
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99
％
の
た
め
の

	

経
済
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
こ
の
一
年
の
活
動
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　     

　
羽
立
教
江 

　
「
99
％
の
た
め
の
経
済
政
策
フ
ォ
ー
ラ

ム
」（
略
称
・
９
９
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
は
昨

年
一
二
月
に
発
足
以
来
、
あ
っ
と
い
う
間

に
一
年
が
た
ち
ま
し
た
。
手
探
り
状
態
で

回
を
重
ね
、
厳
し
さ
を
増
す
世
上
の
状
況

に
追
わ
れ
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
熱

い
声
に
背
中
を
押
さ
れ
、
お
陰
様
で
全
六

回
の
「
経
済
学
習
会
」
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

第
一
回　

二
〇
一
八
年
一
二
月

「
こ
の
経
済
政
策
が
日
本
を
救
う
」

　

講
師　

松
尾　

匡
（
立
命
館
大
学
教
授
）

第
二
回　

二
〇
一
九
年
一
月 

「
消
費
税
は
ど
う
い
う
税
金
か
」

　

講
師　

湖
東
京
至
（
元
静
岡
大
学
教
授
）

第
三
回　

二
〇
一
九
年 

二
月  

「
あ
る
べ
き
社
会
保
障
制
度
改
革
と
財
政

問
題
」

　

講
師　

伊
藤
周
平
（
鹿
児
島
大
学
教
授
）

第
四
回　

二
〇
一
九
年
五
月  

「
消
費
減
税
・
格
差
是
正
の
税
制
政
革
と

財
政
投
資
で
日
本
経
済
を
再
生
せ
よ
！
」

　

講
師　

藤
井　

聡
（
京
都
大
学
教
授
）　

第
五
回　

二
〇
一
九
年
九
月  

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
抗
す
る
経
済
を
語

ろ
う
！
」
野
党
の
経
済
関
係
議
員
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
六
回　

二
〇
一
九
年
一
〇
月 　

「
社
会
保
障
財
源
を
生
み
、
格
差
を
是
正

し
、
消
費
と
景
気
を
拡
大
す
る
公
平
な
税

制
と
は
？
」

　

講
師　

岡
田
俊
明
（
元
青
山
学
院
大
学

大
学
院
招
聘
教
授
）

　

こ
の
一
年
間
の
学
習
会
に
は
毎
回
、
平

均
し
て
一
五
名
程
度
（
秘
書
を
含
む
）
の

国
会
議
員
と
一
〇
〇
名
～
二
五
〇
名
程
度

の
市
民
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
共
に
経

済
学
習
を
深
め
、
熱
心
な
市
民
の
広
範
囲

に
わ
た
る
質
疑
が
あ
り
、
席
上
と
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
政
策
提
言
も
数
多
く
出

て
、
主
催
者
と
し
て
は
、
嬉
し
い
悲
鳴
を

禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
で
も
、
第
五

回
の
全
野
党
五
党
（
会
派
）
の
議
員
を
お

招
き
し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
近
い
将

来
、
野
党
が
共
通
の
経
済
政
策
を
掲
げ
て

政
権
を
取
る
夢
の
実
現
に
、
希
望
を
抱
く

こ
と
が
で
き
る
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。

第
五
回
学
習
会
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
抗
す

る
経
済
を
語
ろ
う—

野
党
の
経
済
関
係
議

員
と
市
民
の
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
報
告

◇
パ
ネ
リ
ス
ト

　

立
憲
民
主
党　

落
合
貴
之
議
員

　

国
民
民
主
党　

泉　

健
太
議
員

　
　
　
　
　
　
　

源
馬
謙
太
郎
議
員　

　

日
本
共
産
党　

宮
本　

徹
議
員

　

社
会
民
主
党　

横
田
昌
三
政
策
担
当
常

　
　
　
　
　
　
　

任
幹
事

　

社
会
保
障
を
立
て
直
す
国
民
会
議

　
　
　
　
　
　
　

柿
沢
未
途
議
員　

◇
テ
ー
マ

１　

賃
金
を
上
げ
る
方
策
に
つ
い
て—

　
　

最
低
賃
金
制
に
つ
い
て
、
中
小
企
業

　
　

へ
の
支
援
策
な
ど

２　

社
会
保
障
に
つ
い
て—

　
　
「
年
金
不
足
」
を
ど
う
す
る
か
？　

　
　

社
会
保
障
制
度
全
体
の
改
革
の
方
向

　
　

は
？ 

財
源
を
ど
う
す
る
か
？ 

な
ど

３　

税
制
改
革
に
つ
い
て—

　
　
「
消
費
税
」を
ど
う
す
る
か
？ 

公
平
・

      

公
正
税
制
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
？  

　
　
（
法
人
税
、
所
得
税
の
累
進
制
の
見

　
　

直
し
）
な
ど

４　

財
政
政
策
に
つ
い
て—

　
　
（
歯
止
め
の
あ
る
）
反
緊
縮
・
好
循

　
　

環
経
済
政
策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

　
　

か
？ 

な
ど

闊
達
で
真
剣
な
議
論
を
展
開

　

出
席
し
た
議
員
の
方
々
に
は
、
所
属
党

の
代
弁
者
と
し
て
で
は
な
く
、
議
員
個
人

の
考
え
方
・
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
、

自
由
闊
達
な
論
議
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
写
真
、
動

画
、
文
字
起
こ
し
を
見
る
と
「
野
党
は
ま

と
ま
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
報

道
が
、
一
側
面
し
か
見
て
い
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
出
席
議
員
の

各
々
が
、
経
済
分
野
に
お
け
る
重
要
な
各

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
実
に
真
剣
に
考
え
、

そ
の
内
容
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、「
税

制
改
革
」
と
「
社
会
保
障
」
に
重
点
が
置

か
れ
、
ま
た
、
そ
の
方
向
性
が
一
致
し
て

い
る
こ
と
、
そ
れ
で
あ
っ
て
な
お
、
各
々

の
違
い
も
強
み
も
あ
る
こ
と
が
伝
わ
り
ま

し
た
。
参
加
市
民
か
ら
も
、「
手
を
携
え

て
こ
の
ま
ま
力
を
合
わ
せ
て
進
ん
で
い
け

ば
、一
つ
の
政
党
に
ま
と
ま
ら
な
く
て
も
、

野
党
連
合
と
し
て
政
権
交
代
に
向
け
て
、

国
民
の
信
頼
を
得
な
が
ら
前
進
し
て
い
け

る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
嬉
し
い
希
望

の
わ
く
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
す
べ
て
の

発
言
、
テ
ー
マ
別
に
ま
と
め
た
「
各
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政
党
の
経
済
政
策
」
等
に
つ
い
て
は
、

９
９
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://99forum
.jim

dofree.com
 

に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
録
画
（
動
画
）
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

社
会
保
障
財
源
を
裏
付
け
る
理
論

　

た
だ
、
現
実
は
、
新
聞
や
Ｔ
Ｖ
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
で
、
自
公
の
社
会
保
障
に
つ
い

て
の
政
策
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
野
党
の
そ
れ
は
殆
ど
耳
に
入
っ

て
き
ま
せ
ん
。「
野
党
は
何
を
し
て
い
る

の
だ
！
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す

が
、
今
ま
で
の
よ
う
に
「
選
挙
」
が
迫
っ

て
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
「
共
通
政

策
」
と
し
て
打
ち
出
し
て
も
、
市
民
は
、

そ
の
場
限
り
の
所
謂
「
選
挙
公
約
」
と
み

な
し
て
、
政
権
を
担
う
べ
き
「
野
党
連
合

の
政
権
構
想
」
と
は
み
て
く
れ
ま
せ
ん
。

野
党
連
合
が
「
選
挙
互
助
会
」
と
揶
揄
さ

れ
、
相
変
わ
ら
ず
の
自
公
政
権
の
高
支
持

率
に
泣
く
所
以
で
す
。

　

自
公
政
権
に
代
わ
る
受
け
皿
と
し
て
野

党
連
合
に
国
民
的
支
持
を
集
め
る
に
は
、

経
済
政
策
の
財
源
に
つ
い
て
具
体
的
な
裏

付
け
を
明
示
し「
根
拠
の
な
い
バ
ラ
マ
キ
」

感
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
税
制

改
革
を
断
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
有
力

な
試
算
が
あ
り
ま
す
。

１　

不
公
平
な
税
制
を
た
だ
す
会
の
試
算

　
　

約
三
八
兆
円

２　
国
家
公
務
員
労
働
組
合
連
合
会
の
試
算

　
　

約
一
七
兆
円

３　

日
本
共
産
党
試
算　

　
　

約
一
七
兆
円

　

こ
れ
に
加
え
て
、
社
会
保
障
負
担
の
公

正
化
・
累
進
化
を
図
り
、
現
行
の
防
衛
費

に
よ
る
武
器
の
購
入
や
、
利
権
が
ら
み
の

ム
ダ
な
公
共
投
資
な
ど
に
費
や
さ
れ
る
額

な
ど
を
加
算
す
れ
ば
、
財
源
は
さ
ら
に
大

き
く
豊
か
な
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
財
源
論
に
つ
い
て
の
理
論
を

強
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

野
党
各
党
の
代
表
は
、
選
挙
直
前
で
は

な
く
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
一
同
に

会
し
て
、野
党
連
合
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

年
金
不
安
や
、

税
金
の
不
公
正
感
を
払
拭
し
、
社
会
保
障

の
充
実
を
図
る
な
ど
、
九
九
％
の
市
民
の

日
々
の
生
活
に
か
か
わ
る
重
点
的
な
統
一

政
策
を
財
源
案
と
共
に
明
示
し
て
、
経
済

政
策
分
野
で
堂
々
と
勝
負
し
、「
政
権
を

託
し
て
も
大
丈
夫
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
築
い

て
欲
し
い
と
切
に
望
み
ま
す
。

重
点
統
一
政
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
三
点

１　

消
費
税
率
を
下
げ
、
景
気
回
復
を
図

　
　

る
。

２　

安
心
で
き
る
年
金
・
社
会
保
障
制
度

　
　

・
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
廃
止

　
　

・
最
低
年
金
保
障
制
度
の
発
足

３　

公
正
な
税
制
改
革
を
打
ち
出
す

　
　

・�

所
得
税
の
最
高
税
率
を
六
〇
％

（
一
九
八
九
年
ま
で
）
に
戻
す

（
一
九
八
四
年
ま
で
は
七
五
％
）

　
　

・�

法
人
減
税
を
元
に
戻
す（
一
九
八
〇

年
代
四
二
％
、
現
在
二
三
・
二
％
）

　
　

・�

金
融
所
得
な
ど
の
分
離
課
税
の
廃

止
ま
た
は
手
直
し

　
　

・�

企
業
の
内
部
留
保
を
賃
上
げ
や
設

備
投
資
に
促
す
税
制
の
創
設

　

会
場
か
ら
の
多
く
の
質
問
の
う
ち
、「
市

民
が
最
も
野
党
に
求
め
た
い
〝
核
心
的
な

質
問
〟
と
し
て
司
会
者
が
総
括
し
た
質
問

と
、
そ
れ
に
対
す
る
参
加
議
員
の
回
答
を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

質
問　
公
正
な
税
制
改
革
に
対
し
て
、
大

企
業
や
官
僚
の
抵
抗
が
予
想
さ
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
の
覚
悟
は
？

回
答　
こ
れ
（
富
の
極
端
な
偏
在
を
野
放

し
に
す
る
税
制
）
は
、
世
界
的
な
問
題
で

あ
っ
て
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
ど
の
国
も
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ

る
。
抵
抗
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
先
送
り

し
て
い
け
ば
、
そ
の
先
に
私
達
が
払
う
ツ

ケ
は
、
も
っ
と
大
き
く
な
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
犠
牲
に
な
る
人
は
、
も
っ

と
多
く
な
る
。

　

こ
の
質
疑
応
答
は
、
今
回
の
議
員
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
全
体
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
も
い

え
ま
し
ょ
う
。

第
６
回
学
習
会「
社
会
保
障
財
源
を
生
み
、

格
差
を
是
正
し
、
消
費
と
景
気
を
拡
大
す

る
公
正
・
公
平
な
税
制
改
革
と
は
」
報
告

◇
講
師　

岡
田
敏
明
（
税
理
士
、
元
特
別

国
税
調
査
官
、
元
青
山
学
院
大
学
大
学
院

招
聘
教
授
、元
全
国
税
労
働
組
合
委
員
長
）

◇
参
加
人
員　

一
一
二
名
、
う
ち
議
員
（
本

人
）
五
名
、
秘
書
九
名
、
報
道
関
係
者
三
名

九
九
％
の
た
め
の
税
制
実
現
の
た
め
に

　

今
回
、
税
制
を
テ
ー
マ
に
し
た
理
由
と

し
て
は
、
税
金
は
支
払
え
る
人
に
払
っ
て

貰
う
と
い
う
税
制
を
実
現
す
る
こ
と
が
本

当
に
可
能
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
い
か
、
な
ど
と
い
う
こ
と
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
た
く
、
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
講
師
は
「
政
権
が
信
頼

さ
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
し
っ
か
り
し
た
政
権
を
作

る
と
い
う
こ
と
が
前
提
で
す
。
技
術
的
な
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問
題
は
種
々
あ
る
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、

信
頼
さ
れ
る
政
権
を
作
る
た
め
に
、
私
た

ち
が
す
べ
き
こ
と
は
、「
野
党
を
し
っ
か

り
さ
せ
て
い
く
」と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、

そ
の
う
え
で
、
中
身
も
作
っ
て
い
く
、
と

い
う
、
こ
の
二
点
で
す
。

　

講
義
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
詳
細
な
資

料
を
基
に
、
社
会
保
障
の
財
源
試
算
を
、

三
つ
の
団
体
の
具
体
的
な
数
字
を
示
し
な

が
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。結
論
と
し
て
は
、

「
真
に
99
％
の
人
達
の
立
場
に
立
っ
た
政

権
を
選
べ
ば
、
公
正
な
税
制
改
革
や
財
政

支
出
、そ
し
て
税
収
増
加
に
よ
る
高
福
祉
・

好
経
済
国
家
に
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

こ
と
。
ま
た
同
時
に
、そ
う
し
な
け
れ
ば
、

一
％
の
限
ら
れ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
も
経

済
が
ゆ
き
づ
ま
る
こ
と
」

　

し
か
し
、
国
民
の
理
解
と
信
頼
、
官
僚
・

起
業
家
・
富
裕
層
・
中
間
層
か
ら
の
抵
抗

を
ど
の
よ
う
に
し
て
和
ら
げ
、
さ
ら
に
大

方
の
支
持
を
得
る
か
、
国
民
的
合
意
に
達

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と

は
、
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ
な
が
る
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
、
痛
感
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
詳
細
は
、
９
９
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://99forum

.
jim

dofree.com
 

に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
録
画
（
動
画
）
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
後
に
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
!!

　

先
ほ
ど
、
こ
ん
な
お
知
ら
せ
が
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

一
二
〇
名
の
会
派
内
で
五
四
名
の
議
員

が
、
大
企
業
や
富
裕
層
へ
の
累
進
課
税
強

化
、
消
費
税
引
き
下
げ
を
求
め
る
提
言
書

を
執
行
部
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

提
言
書
で
は
、「
優
遇
さ
れ
過
ぎ
て
き

た
、
担
税
力
の
あ
る
人
、
担
税
力
の
あ
る

法
人
企
業
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
」
と

し
、「
応
能
負
担
原
則
」
に
従
い
、
消
費

税
率
を
引
き
下
げ
る
よ
う
求
め
て
い
ま

す
。
旧
民
主
党
政
権
時
代
に
お
け
る
経
済

政
策
の
失
政
を
乗
り
越
え
て
こ
そ
、
次
の

政
権
を
担
う
野
党
の
存
在
価
値
が
あ
る
と

い
う
も
の
で
す
。 

　

提
言
書
を
提
出
し
た
「
日
本
の
未
来
を

立
て
直
す
公
平
な
税
制
を
考
え
る
会
」は
、

一
一
月
に
出
来
た
勉
強
会
で
す
。
役
職
と

の
関
係
等
で
、
名
前
を
出
さ
な
か
っ
た
人

も
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
か
な
り
の

議
員
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

提
言
書
と
計
算
根
拠
の
参
考
資
料
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://99forum
.jim

dofree.com
/

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

私
た
ち
の
さ
さ
や
か
な
活
動
が
、
こ
ん

な
に
も
早
く
実
を
結
ぶ
動
き
に
な
ろ
う
と

は
！　

ま
る
で
夢
の
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
新
し
い
年
を
迎
え
ま

す
。「
99
％
の
た
め
の
経
済
政
策
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
と
し
て
は
、
今
年
一
年
の
活
動
に

よ
っ
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
成
果
を
土
台

に
し
て
、心
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
、

ご
支
援
を
力
と
し
て
、
九
九
％
の
た
め
の

豊
か
な
暮
ら
し
を
進
め
る
た
め
に
奮
闘
す

る
野
党
を
支
え
る
経
済
学
習
の
機
会
を
、

さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
第
七
回
の
学
習
会
は
、

「
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
を
斬
る—

安
心
で
き
る
社
会
保
障
を
！
」
と
い
う
演

題
で
、
講
師
に
伊
藤
周
平
鹿
児
島
大
学
教

授
を
お
招
き
し
て
、
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　
二
〇
二
〇
年 

一
月 

二
八
日
（
火
） 

一
五
時 

～ 

一
七
時
三
〇
分

会
場　
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
大
会
議
室

会
費　

五
〇
〇
円

　

み
な
さ
ま
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

く
る
年
が
、
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
、
実

り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
…
…
。
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映
画
を
通
し
て
み
た
女
性
像

　「
一
粒
の
麦

　
　
　
　
荻
野
吟
子
の
生
涯
」

　
　
　
　
　
　
　
　  
　
　
丹
羽
雅
代

　

最
近
立
て
続
け
に
日
本
映
画
を
見
ま
し

た
。「
新
聞
記
者
」
や
、
草
間
や
よ
い
さ

ん
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
わ
た
し
大
好

き
」
も
。
そ
こ
で
多
分
あ
ま
り
多
く
の
人

が
見
て
い
な
い
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。「
一

粒
の
麦
―
荻
野
吟
子
の
生
涯
」
で
す
。

　
「
一
粒
の
麦
」
を
作
っ
た
の
は
山
田
火

砂
子
監
督
。
も
と
も
と
荻
野
吟
子
さ
ん
に

つ
い
て
は
い
つ
か
は
と
考
え
て
い
ら
し
た

よ
う
で
す
が
、
例
の
医
学
部
入
試
性
差
別

問
題
を
知
っ
て
、
一
三
〇
年
前
と
ち
っ
と

も
変
っ
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
の
怒
り

ス
イ
ッ
チ
が
入
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
動

き
が
進
ん
だ
と
の
こ
と
。

　

ま
あ
そ
の
怒
り
の
ほ
と
ば
し
り
方
が
す

ご
か
っ
た
。
人
の
一
生
を
す
べ
て
二
時
間

で
描
く
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
り
す
ぎ
ま

す
が
（
演
劇
で
い
う
な
ら
劇
作
家
坂
手
洋

二
で
す
か
ね
）、
で
も
そ
う
せ
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
思
い

は
十
分
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

吟
子
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
、
現

在
の
埼
玉
県
熊
谷
市
の
豊
か
な
農
家
。
映

画
で
は
生
家
の
長
屋
門
が
そ
の
ま
ま
撮
影

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
い
で
に
そ
の
門

が
移
築
さ
れ
て
い
る
寺
の
座
敷
も
し
っ
か

り
撮
影
場
所
に
使
わ
れ
た
と
の
こ
と
。
監

督
も
が
ん
ば
る
が
交
渉
し
た
ス
タ
ッ
フ
も

え
ら
い
。

　

県
の
三
大
偉
人
の
一
人
と
さ
れ
、
生
家

跡
に
は
記
念
館
も
立
っ
て
お
り
、
彼
女
の

立
像
も
あ
る
（
今
か
ら
一
〇
数
年
前
）
の

で
す
が
、
そ
の
歩
ん
で
き
た
道
は
大
変
で

し
た
。荻
野
吟
子
役
は
若
村
真
由
美
さ
ん
、

一
〇
代
前
半
か
ら
六
二
歳
で
亡
く
な
る
ま

で
を
一
人
で
演
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

俳
優
さ
ん
で
す
。

　

は
じ
ま
り
は
明
治
の
前
で
、
も
ち
ろ

ん
、
結
婚
す
る
し
な
い
か
、
誰
と
い
つ
結

婚
す
る
か
、
が
個
人
の
意
思
に
任
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
、
親
の
決
め
た
相
手
に
嫁
が

さ
れ
る
も
の
の
、
一
年
後
に
は
そ
の
夫
か

ら
淋
病
を
う
つ
さ
れ
、
離
縁
を
言
い
渡
さ

れ
ま
す
。
現
東
京
大
学
の
大
学
病
院
に
入

院
し
、
治
療
を
受
け
ま
す
が
、
彼
女
を
取

り
囲
む
医
者
や
そ
の
卵
は
す
べ
て
男
。
何

し
ろ
彼
女
が
女
性
の
医
者
第
一
号
な
の
で

す
か
ら
。
単
に
仕
事
を
持
つ
と
い
う
の
な

ら
当
時
の
職
業
は
産
婆
で
し
た
が
、
絶
対

に
医
師
に
な
る
と
い
う
決
意
は
し
っ
か
り

こ
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

治
癒
の
後
ま
ず
女
子
高
等
師
範
（
現
在

の
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
を
首
席
で
卒
業

す
る
も
の
の
、
医
学
校
へ
の
入
学
は
す
べ

て
男
性
限
定
。
ま
ず
入
学
を
認
め
さ
せ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
差
別
は
承
知
の
上

と
は
言
え
、
大
変
な
苦
労
が
続
き
ま
す
。

試
験
は
ば
っ
ち
り
、
文
句
の
言
い
よ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
。
目
立
た
な
い
よ
う
に
と
、

男
装
し
て
登
校
し
た
そ
う
で
す
が
、
目
立

た
な
い
わ
け
が
な
い
。
ト
イ
レ
も
女
性
用

な
ど
あ
る
は
ず
も
な
く
（
か
つ
て
は
国
会

議
事
堂
も
そ
う
で
し
た
、裁
判
所
だ
っ
て
。

学
校
で
も
役
所
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で
立
ち
並
ぶ
男
の
背
中
か
ら
目
を
そ
ら
し

個
室
に
向
か
っ
た
記
憶
は
、
か
な
り
多
く

の
女
性
に
あ
る
で
し
ょ
う
）、
小
使
い
さ

ん
に
急
場
を
救
わ
れ
た
り
水
分
摂
取
を
極

力
減
ら
し
た
り
。

　

卒
業
し
て
か
ら
も
も
ち
ろ
ん
医
師
開
業

は
国
家
資
格
で
す
か
ら
、
国
の
認
可
ま
で

が
遠
い
道
の
り
で
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
つ
て

や
可
能
性
を
当
た
っ
て
、
資
格
を
手
に
入

れ
た
と
き
彼
女
は
三
四
歳
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う
こ
こ
い
ら
で
お

な
か
が
一
杯
と
い
う
感
じ
で
す
が
、
山
田

監
督
は
許
し
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
婦
人
科
の
女
性
医
師
が
喜

ば
れ
な
い
は
ず
が
な
い
。
貧
困
の
な
か
で

性
売
買
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
女

性
た
ち
も
多
く
や
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
ん

な
究
極
の
場
所
で
も
差
別
は
露
骨
に
示
さ

れ
ま
す
。
誰
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
か
、
吟

子
さ
ん
に
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
障

害
の
あ
る
子
た
ち
を
引
き
取
っ
て
学
習
の

場
を
作
り
ま
す
。
ま
た
濃
尾
地
震
で
孤
児

に
な
り
、
売
ら
れ
る
寸
前
の
子
ど
も
た
ち

を
吟
子
さ
ん
は
自
宅
に
連
れ
帰
り
、
み
ん

な
ま
と
め
て
面
倒
を
見
て
し
ま
う
の
で

す
。

　

協
力
者
は
滝
野
川
学
園
を
作
っ
た
石
井

亮
一
牧
師
。
も
ち
ろ
ん
多
く
の
協
力
者
が

い
ま
し
た
が
、
彼
女
の
精
神
性
を
支
え
た

大
き
な
柱
は
受
洗
し
た
キ
リ
ス
ト
教
だ
っ

た
と
い
う
読
み
と
き
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
協
力
者
の
中
に
い
た

一
三
歳
年
下
の
同
志
社
の
学
生
・
志
方
之

善
と
の
恋
愛
・
結
婚
は
大
反
対
を
押
し

切
っ
て
の
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
頼
み

の
石
井
牧
師
も
大
反
対
。
い
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
ね
え
、
そ
れ
く
ら
い
（
俳
優
は
山

本
耕
史
だ
し
っ
て
関
係
な
い
か
）。
経
済

的
支
柱
は
も
ち
ろ
ん
彼
女
が
一
手
に
引
き

受
け
て
い
ま
す
。吟
子
さ
ん
三
九
歳
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
ま
た
恐
ろ
し
い
こ
と
は
続
き

ま
す
。
夫
の
志
方
さ
ん
は
な
ん
と
布
教
の
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新
地
開
拓
と
し
て
北
海
道
に
理
想
郷
を
実

現
す
る
べ
く
、
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
彼

女
も
い
ろ
い
ろ
や
り
く
り
を
し
て
後
を

追
っ
て
北
海
道
に
行
き
、
医
療
を
実
行
す

る
の
で
す
が
、
そ
の
後
志
方
さ
ん
は
あ
っ

け
な
く
病
死
。
四
一
歳
と
い
う
若
さ
で
し

た
。
そ
れ
は
な
い
で
す
よ
ね
。

　

志
方
さ
ん
の
お
姉
さ
ん
の
遺
児
を
養
女

に
引
き
受
け
た
こ
と
、
娘
を
も
て
た
と
い

う
こ
と
が
、
と
て
も
大
き
な
人
生
の
支
え

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
時
代
は
日
清
・
日

露
戦
争
の
ど
真
ん
中
で
す
。

　

結
局
吟
子
さ
ん
は
帰
郷
後
、
再
び
医
者

を
続
け
ま
す
が
、
六
二
歳
で
脳
溢
血
で
倒

れ
、
あ
っ
け
な
く
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
人
生
に
は
十
分
光
が
当
た
っ
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
彼
女
の
女
性
医

師
と
し
て
の
姿
が
十
分
社
会
に
認
め
ら
れ

て
い
な
い
、
と
監
督
は
思
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
最
後
の
場
面
は
女
医
会
が
で
き
、
最

初
の
出
版
物
の
巻
頭
言
を
吟
子
さ
ん
が

書
く
と
い
う
と
こ
ろ
で
終
わ
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
そ
の
本
を
彼
女

が
手
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
。

　

女
性
医
師
の
人
数
は
い
ま
だ
全
国
で

七
万
人
に
満
た
ず
、
日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸

国
の
最
底
辺
に
い
ま
す
。
か
な
り
情
け
な

い
状
態
。
女
性
教
育
で
女
性
の
入
学
定
員

が
切
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
、
つ
ま
り
男
が

下
駄
を
は
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う

事
実
が
明
ら
か
に
な
り
、
裁
判
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
こ
の
状
況
は
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

医
者
の
年
収
は
か
な
り
高
額
で
す
が
、

こ
れ
は
凄
ま
じ
き
労
働
形
態
、
実
態
に
大

き
く
起
因
し
ま
す
。
そ
れ
を
前
提
に
社
会

的
発
言
力
は
大
き
い
で
す
。
産
婦
人
科
医

を
希
望
す
る
女
性
の
数
は
決
し
て
ど
ん
と

増
え
た
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
耳
鼻
科
な

ど
、
幾
つ
か
の
科
は
女
性
希
望
者
が
多
い

そ
う
で
す
が
、
産
婦
人
科
な
ど
は
そ
う
は

な
り
ま
せ
ん
。
少
子
化
社
会
と
追
い
か

け
っ
こ
で
産
婦
人
科
病
床
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
そ
れ
は
仕
事
の
中
身
や
土

日
夜
間
な
ど
を
と
わ
な
い
労
働
環
境
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
掻
把
が
中
心
の
中
絶
方
法

な
ど
も
大
き
そ
う
で
す
。
女
性
の
収
入
が

増
え
る
こ
と
も
あ
ま
り
歓
迎
さ
れ
て
い
な

い
ら
し
い
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
情
報
で
す

が
、
女
性
の
収
入
が
世
帯
収
入
の
四
割
を

超
え
る
と
男
性
の
ス
ト
レ
ス
が
高
く
な
る

の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
社
会
の
空
気
を
変

え
る
こ
と
を
し
っ
か
り
進
め
な
い
と
、
女

性
の
医
者
は
非
常
勤
ば
か
り
な
ん
て
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
映
画
で
気
に
な
っ
た
の
は
、
社
会

背
景
な
ど
と
ほ
と
ん
ど
絡
ま
な
い
淡
々
と

し
た
描
き
方
で
し
た
。
吟
子
さ
ん
を
描
く

に
は
、
焦
点
の
当
て
方
を
変
え
て
三
本
も

四
本
も
作
る
こ
と
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

ち
な
み
に
俳
優
さ
ん
は
と
て
も
す
ご
い
メ

ン
バ
ー
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
佐
野
史
郎

さ
ん
や
賀
来
千
賀
子
さ
ん
、柄
本
明
さ
ん
、

斉
藤
と
も
子
さ
ん
な
ど
豪
勢
な
顔
が
並
ん

で
い
ま
す
。皆
さ
ん
淡
々
と
し
た
表
現
で
、

か
な
り
も
っ
た
い
な
い
。

　

こ
の
映
画
は
制
作
の
現
代
ぷ
ろ
だ
く

し
ょ
ん
の
従
来
の
や
り
方
、
す
な
わ
ち
あ

ち
こ
ち
で
の
小
さ
な
上
映
会
の
企
画
を
広

め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
様
々

な
展
開
が
で
き
る
内
容
で
す
。
ぜ
ひ
上
映

会
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

戦争
しな
い

『
一
票
で
変
え
る
女
た
ち
の
会
」
か
わ
ら
版

＊
印
刷
版
を
ご
希
望
の
方
は
左
記
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
合
せ
欄
か
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
投
稿
大
歓
迎
！　

　
本
や
映
画
の
紹
介
、
地
域
で
の
活
動
報
告
、

選
挙
や
地
域
の
政
治
の
動
き
、情
報
、ご
意
見
、

な
ん
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
一
本
に
つ
い

て
一
二
〇
〇
字
〜
一
六
〇
〇
字
）

宛
先
：1pyodekaeru@

gm
ail.com

郵
便
：
〒162-0823　

東
京
都
新
宿
区
神
楽
河
岸
１
の
１

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

No.  

45

FAX

：03-5684-1412

☆
カ
ン
パ
の
お
願
い

私
た
ち
の
活
動
に
賛
同
す
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

カ
ン
パ
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
！

郵
便
振
替
口
座
：

記
号
番
号　

00110-6-420003

口
座
名
称　
一
票
で
変
え
る
女
た
ち
の
会　

イ
ッ
ピ
ョ
ウ
デ
カ
エ
ル
オ
ン
ナ
タ
チ
ノ
カ
イ

銀
行
等
か
ら
振
り
込
む
場
合
：

店
名（
店
番
）　
〇
一
九（
ゼ
ロ
イ
チ
キ
ュ
ウ
）

店　
（019

）

預
金
種
目　
当
座

口
座
番
号　

0420003

映画の製作協力券の販売・購入に多くの
方々が協力しました。
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一票で変える女たちの会　かわらばん　第 29号　2019年 12月 18日

　　　　---------------------------------------------------------FB から --------------------------------------------------------------
FB 掲載日

11/9　「�恐るべき『暗雲』は同調圧力とそんたく」と。言論と表現の自由をめぐる集会に韓国報道労組からも
応援参加。韓国報道労組「日本の報道関係者と連帯して闘う」表現の自由訴える集会（毎日新聞記事）

11/9　【受験生をバカにしている】ベネッセ関連法人に文科省、安倍首相の教育再生実行会から天下り！
　　 　（https://ameblo.jp/tigermaskfighter-4th/entry-12543154883.html）

11/9　�やっぱりね。森友 4000 枚文書黒塗り剥がすと、稲田元防衛相の夫や二階幹事長の名前 財務省痛恨の
ミス（週刊朝日記事。AERA dot. メルマガ、# 森友学園）

11/16   �安倍 9 条改憲 NO! ウィメンズアクション（12/3 火 # ウィメンズアクション ） 12/3( 火 )18:30 ～
　　　　JR 有楽町駅イトシア前 . 光り物やプラカードを持ってご参加を☆　（SOGAKARI.COM）

11/21  �報道少なくて知らなかった。日英連携で防衛装備品の見本市　国内初、日本企業５０社出展
　　　  （SANKEI.COM）

11/27　�「桜を見る会」うやむやにさせない！予算委員会いますぐ開け！安倍首相は国会に出てこい！権力私
物化やめろ！ 11・28 官邸前緊急行動（SOGAKARI.COM）

11/28　�とうとうワシントンポストにまで書かれた！ The strange tale of Japan’s prime minister, official 
documents and a very large shredder （Washingtonpost.com)

12/4  　�丸腰であることを常に語った中村さんを殺したのはトランプに尻尾を振り、海外派兵する日本とい
う国です。アフガニスタンで銃撃された中村哲医師死亡　（ＮＨＫニュース。NHK NEWS WEB）

12/5　　�集団的自衛権を考える（１２）「９条のイメージに助けられている」　アフガン支援の医師・中村哲
さん（神奈川新聞　 2014 年 06 月 05 日、KANAROKO.JP）　

12/6　　�再放送されます。素晴らしい番組です。ETV 特集・選 追悼 中村哲さん「武器ではなく 命の水を」
　＊ＮＨＫオンデマンドで視聴できます。安保法制の審議中に国会で参考人として「憲法解釈を変
えて安保法制を作ることは有害無益」と言い切った中村医師のドキュメンタリー番組については、「か
わらばん 11 号」の記事もご覧ください。

12/10　フィンランドで 34 歳の女性首相、誕生へ。母親と同性パートナーに育てられた経験も語る
　　　　（BUZZFEED.COM）

12/18　伊藤詩織さんの「性暴力被害」裁判、山口敬之さんに 330 万円賠償命令（YAHOO ニュース）


